
青森県立中央病院通信

青森県立中央病院と青森市民病院の抱える課題を踏まえ、共同経営による統合新

病院を新築整備することとし、令和7年3月に「共同経営・統合新病院に係る基本

計画」を策定しました。

基本計画を踏まえ、令和14年10月の開院を目指し、以下のとおり基本設計や運

営の仕組みなどの検討を進めています。

………………………………

② 統合新病院開院支援業務

統合新病院における運用・運営の仕組みや流れ、医療機器・什器備品・情報システム整備計画等

の検討に当たり、専門的な知識や実績を有する事業者から支援を受け、基本設計等への反映を行

うなど、統合新病院の整備を円滑に進めることを目的とするものです。

○主な業務内容

◆ 運営計画の策定支援

効率的な運営を図るための運営マニュアルの策定など

◆ 業務委託計画の策定支援

最適な委託方法や新規委託化の検討など

◆ 医療機器・什器備品等整備計画の策定支援

医療機器等レイアウト図の作成や、設備付帯機器の

                   詳細検討など

◆ 情報システム整備計画の策定支援

新病院の基幹システム、部門システム等の更新や

導入の計画策定など

◆ 物流搬送計画の策定支援

人手搬送を含めた最適な物流搬送・管理手法検討など

共同経営・統合新病院について

① 統合新病院新築基本設計業務

統合新病院の整備に向けて、基本計画に定める施設整備方針及び施設整備計画などの方向性

を実現するための基本設計などを行うものです。

○主な業務内容 建築、電気設備、機械設備に関する「基本設計」

青森県立中央病院通信
ふれあい

令和7年

9月発行

第 2 号

号
題字は廣田院長



当院では様々な教室・イベント・講座を開催しております。ぜひ、ご参加ください。

開催後の内容については、当院ホームページに掲載しておりますのでご覧ください。

令和7年3月に青森県（県立中央病院、県立つくしが丘病院）、青森市（青森市民病院、浪岡病院）の2者

による地域医療連携推進法人あおもり医療連携推進機構が認定されました。

地域医療連携推進法人とは、地域における医療機関相互間の機能分担や業務連携を推進することを主

たる目的とする法人です。

あおもり医療連携推進機構では、円滑な統合に向けた共同研修などを実施するとともに、青森地域保

健医療圏の各病院等との連携を強化し、地域医療を支える仕組みの構築に向けて取り組んでいきます。

イベント名 県病メディコトリム

概要 生活習慣の改善を目的とした医師、看護師、管理栄養士、

健康運動指導士、事務などの医療スタッフによる健康教室です。

場所 青森県立中央病院 研修室及び大会議室

日時  9月2日（火）、9月16日（火）、11月4日（火）、11月18日（火）

18：00～20：00

申込期限 9月開催：9月1日（月）、11月開催：10月31日（金）

お問い合わせ先：経営企画室企画課（017-726-8402）

イベント名 がん患者さんのための運動教室

概要 がん患者さんの体力維持・増強のための運動教室です。

  患者さんのご家族や当院に通院していない方でも参加できます。

場所 青森県立中央病院 研修室

日時  9月26日（金）、10月27日（月）、11月28日（金）、12月22日（月）

13：00～14：00

お問い合わせ先：がん相談支援センター（017-726-8435）

イベント名 がんサロン ひだまり

概要 がん患者さんが自由に語り合い、体験を共有できる場です。

  入院中の方でも、当院に通院していない方でも参加できます。

場所 青森県立中央病院 研修室

日時  9月26日（金）、10月27日（月）、11月28日（金）、12月22日（月）

14：15～15：45

お問い合わせ先：がん相談支援センター（017-726-8435）

…………………………………地域医療連携推進法人の運営

イベント・研修会のお知らせ



院内での取組みを紹介します！

2025年9月から、午前の外来受診が難しい患者さんに向けたスポー

ツ・上肢（肩・肘）外来を開設しました。弘前大学医学部附属病院、青森労災

病院、当院での臨床経験、各種競技団体のメディカルサポートの経験をも

とに適切な診断、治療を提供して参ります。主な対象疾患は、スポーツ障

害肩（投球障害肩・インピンジメント症候群など）・野球肘・膝半月板損傷等

です。難治症例のセカンドオピニオンにも対応いたします。かかりつけ医

からのご紹介をお願いいたします。 お問い合わせ先：017-726-8151 整形外科（スポーツ外来）

整形外科 スポーツ・上肢（肩・肘）外来の開設

広報誌に関するお問い合わせ先 経営企画室企画課 017-726-8402

昨年に引き続き、今年は８月３日・６日の２日間、大山病院事業管理者・廣田病院長を筆頭に、看護師・臨床工学士・

診療放射線技師・運営部職員や、つくしが丘病院と訪問看護ステーションつくしのえんの職員が県庁ねぶた実行委

員会の前ねぶたに参加しました。オリジナルマスクとリクルートリーフレットを配りながら青森市内を練り歩き、職

員募集や医療相談などの病院の宣伝をしました。

夜間運行最終日の６日はあいにくの土砂降りとなりましたが、

「雨にも負けず」青森ねぶた祭りを盛り上げました。

［参加者のコメント］

医療連携部では今年度、オリジナルキャラクター（れんけい

丸）の旗やうちわを作成し２日間参加しました。沿道から声

をかけてもらったり、手を振ってもらったりと、とてもうれし

かったです。貴重な体験をすることができ楽しかったです。

青森ねぶた祭りに出陣！

共同処置室の運用開始

お問い合わせ先：017-726-8161（共同処置室）

令和7年４月から共同処置室の運用を開始しました。

これまで各診療科外来で行っていた注射や処置を共同

処置室で行います。

順次、共同処置室を利用する診療科を拡大していく予定

です。対象の方を各診療科で個別にご案内します。

場所は、外来診療棟２階のメンタルヘルス科外来のとな

りにあります。

処置等の際には、診療科外来から移動していただくこと

になりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。
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